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08 長崎県美術展覧会事務局

09 我が街長崎のオペラ 蝶々夫人
長崎県オペラ協会 松藤 雅彦

10 第23回長崎県地域文化章
◎フェルム・ド,外海

◎長障八ンドベルコミュニティ

◎仁駄橋綱引太鼓保存会

◎小浜ジャズオールスターズ

12 ながさき音楽祭2008

14 【長崎歴史文化博物館】 ミュージアムレストラン「銀嶺」

15 【長崎県美術館】 B可を眺める癒しのカフェ

16 アルカス通信
◎ドレスデン・フィル八―モニー管弦楽団

17 クレシェンド・シー八ット大村だより
歌が伝える感動! ミュニジカルをあなたの町に。

18「地域の文化リーダー養成講座」に参加して
江迎町教育委員会 社会教育係 小脇 美貴

19 第38回九州芸術察文学賞

20 第36回長崎新人演奏会オーディション

♪日1奢 20 31 ロ [土 ]
【I嗣場】14:30 【F司溜】15:00

♪会 場 長崎ブリッタホール 六ホール
♪入場料 ―股1,000円、高校生以下報科

(但し、学生入増警が必要です)

♪チケツト 漂屋プレイガイド年絃洋会栞器店
くさの書店(西茂道ノ層店)、県文化団体協議会で発売。

EIケ 'ス ト
ー

田中 南美(クラリネット)
第35回震崎県斯人演羹会

●主催長崎県文化団体協議会TEL 095-322-6049 長崎文化ジャンクションホームベージhup,//― .pref nagasa鷲 .jp/bunka/   グランプリ受賞
●共催長崎県、長崎市、時津町 ●協賛 (財 )九州文化協会
●後援 朝日新間社、長崎新間社、西日本新間社、毎日新間社、読売新聞西部本社、日本経済新聞社長崎支局、KTNテレビ長崎、NBC長崎放送、NCC長崎文化放送、NHK長崎
放送局、NIB長崎国際テレビ、FM長崎、長崎ケーブルメデイア、ザ ながさき、ながさきプレス        十NI。申loょュ011≒ |「「|,Jh i】 loγ ll「
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「その先に見えるものJ
西平 耕治

「ガラスの花」
松浦 和子

n

洋 画
Museum ln POper
NQ9osqki A I Exh bi1 0n

「農 魂」 佐藤 利宗

その土地に生まれ育ち、退しく上に生きる人生をテーマとした彼の

作品には今では忘れられた故郷の懐かしさと微笑を感じる。耕運機

の前で杖を片手に腰をおろし、疲れを癒す老農夫にはどことなく哀

愁が漂い、そのデイフォルメされた手足は、土に生きる厳しさに耐え、

長い人生を生き抜く力強さを感じさせてくれる。色調も淡いブラウン

系でまとめられ、耕運機とシャツの白さのコントラストが画面全体を引

き締めている。また、右上の遠景が画面に広がりを持たせ、見る人の

快い安よ堵感を与えてくれる。         (溝 川 純浩 )

「ポットと薪ストーブ」
平野 満也

「長崎の港(沈黙)」
坂口 昭美

「キッチン」 立石 真希子

直線で大胆に分割された画面に、キッチン用品の無造作な配置がお

もしろく、左右の鍋のカットが画面の広がりを感じさせる。また、中央の菜箸

や用品の取っ手が空間感を醸し出している。色はシンプルで、キッチンに

差し込む淡い光とステンレスの質感を見事に捉えた作品である。女性な

ら誰もがいつでも目にする光景であろう。そこの光に目をとめ、その美しさ

をとらえた作品である。この「キッチン」は、彼女が数年前から取組んでい

るモチーフであり、中央でも数 の々大賞を手にしている。将来が大いに期

待できる作家である。              (溝 川 純浩)

Cu turalinformat on of Nagasaki

ぬ
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工監
訴
滸

「煽 風」 中1寸  慎

波佐見焼、三川内に代表される県内地場産業を背景と

した磁器の若い作家が、このように大きく成長している事は

大変喜ばしい。

工芸品は完成までに沢山の工程があり、その一つ一つに

高度な技術を要する、しかしながら、作品として発表するなら

ば技術に加えて感覚が必要であるが、氏の作品は煽風をイ

メージ化したもので、自然の風景を連想させ力強さを感じさ

せ、加えて品格がある。

県展第51回・52回作品から大きく進化した作風は私達に

感銘を与えた。            (立 井 清人)

「躍 動」 山口 貴司

工芸品は私達の生活に無くてはならない道具として生産

されて来たが、このような場所では、個性あるしかも芸術性 |こ

あふれた作品の発表展という事になる、山口貴司氏作品は

高度なテクニックを要する磁器の大作で、日展や日本新工

芸展等で高い評価を受けた。

はちきれんばかりの若さと新鮮さが感じられる。

土物作家が多い県内陶芸界にあって、将来の焼き物文

化を背負っていく作家の一人で、今後の活躍が期待される。

(立井 清人)

「喜愛心J 鹿谷 照子 「―つになる」堀野 美沙子

と

「絆J 米原 佐代子

審

準

/
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桐山 大綬 「蘇東オ疲詩」 堤 玉圃

n

Museum in Poper
No9os(lk A「 |[xbibi1 0n

圭
日

「望予」

大胆な筆の動きは豪快で、心高まる意欲を押えら

れず脈 と々空を切って行く。左から右に拓けた大きな

屋根組みを支える縦画の重厚な柱で広い白を三分

し一回転して縦画に白を持たせて、終画を押しこん

だ、実に計算された快作である。 (立野 松雲 )

O

「暁露に」 寺鳩 邑浦

七鳩 鴎舟

書の良否は「美しい白J「終りを

見よJと言われる。ことしの県委嘱

展に出品された二点の作品に触

れてみたい。先ず堤玉固先生の漢

詩の作品に足が止った。行間の自

の美しさ|こひかれた。じっと見入る

と一行日の 4つの塊と中央の 3つ

の塊に潤・渇の変化が見事である。

特に山場とする中央の縦横無轟

で自在な筆致は作者の近況と後

輩への示範を感じた。更に三行 日

は自己を抑えつつ静かに収めて、

落款は右に傾け品よく仕上ってい

る。

「後輩よ!俺について来いJと喝を

入れられた快作だった。

(立野 松雲)
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「葡萄の図」 尾上 光賢

葡萄は葛類の中で藤と同様南画の

画題としてよくとり上げられる植物である。

梅や松と違い力強さが出しにくいところ

がある。要は余白をどう残し鉤革lJ(葉な

ど輪郭線で枯き中を塗っていく方法)で

描くか没骨 (筆に濃墨淡墨を含ませいっ

きに付ち込むよう|こ描いていく)で描いて

いくかである。

この作品は実を鉤勒で描き葉を没骨

で描いている。南画の没骨は力強さが

表現し安い。思い切った筆さtゴきで葉を

描いている筆をはらう様に用いていると

ころからその表現が出来ている。実を鉤

勒で描いているのでそれが準余白とな

り構図に落ち着きがある。

作者は近年体調をくずし一時大きな

作品は無理かと思われていたが体調も

回復し視力に少し不安があると言って

いた力Чよぼ前の元気な体に戻りつつあ

るのが窺える。    (松 尾 学 )

n

日本画

n

BUNRYO

周多 亥」 М useum in Poper
｀`
(】 90SOk A「 I Exhib ttOn

Museumt                                                                                                                                                                           tn Pc】per
No9(】 sok A「 I Exh b10n

「決 意」 徳安 和博

女性裸婦立像 左足を軸芯に腰に
重′とヽを置き上半身左右シンメトリーに腕

を組み顔を左向きに、全体を右足先より

頭吉隅こ至るムーブマン(動勢)を美しく表

現した作品である。女性像に自分の気

持ちを託し、作者が将来へ進むべき道、

方針を強い意志で決めたい、そんな思

いがこの作品に感じられる。女性らしい

フォルムに呼吸している生命感があり、

内面的な情感を強調した作品である。

具象表現の中に新しい方向を追求する

姿勢が感じられ今後が期待される。

(山山苛 不日図)

「atthe bOrder Ⅱ 交錯する自己J
藤原 健太郎

男性座像 腕や脚を交又させ顔を
下向きに安定したポーズ、人の葛藤する

内面の世界を表現した力作である。全

体を大きなフォルムで構築し、彫刻的な

空間を生み堅実な肉付け、男性の筋肉

や生気が張り詰めた内面の緊張感、内

側からタト側に向かってエネルギーが発

散するような生命感を力強く創造してい

る。重厚にして存在感があり、独自の宇

宙観を見事に表現した秀作で高く評価

でき今後を注目したい。

(山崎 不日囲)

「静かな夏J  松尾 昌子

「遠 い海」 岩本 太郎

「追 想J    松永 正和

「開ざされた海J 木下 昌之

諫早湾の千拓をテーマにして、見るも

のに強く訴えかけてくる作品である。遠く

なってしまった海岸線は、先の見えない

未来。海で生きてきた人 の々思いを廃船

に見立て、取り残された現実と、足下に

不安を抱えながらも生活を続けなけれ

ばならない複雑な思いを、自く光る銀箔

の揉み紙に不安と希望を表現し、格の

構成と荒い岩黒の絵の具が、漁民の力

強さを感じさせる。希望ある未来に繁げ

て生きて欲しいという作者のエールが聞

こえてくる、骨太な作品である。

(城 輝行 )

「平成新山秋声」松本 幸子

「秋 日J    山口 敦子

「雁来紅と菊」 山田 正夫
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留
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昭
和
３‐
年
に
始
ま
っ
た
県
展
は
、

今
年
は
第
５３
回
展
と
な
り
ま
す
。

県
展
の
益
々
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

昨
年
度
か
ら
各
知
事
賞
に
１０
万
円

の
賞
金
を
授
与
す
る
こ
と
や
、〈
フ
年

か
ら
は
人
材
育
成
の
た
め
の
各
部

門
の
新
規
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
旧
県
現
代
作
家
美
術
展

は
今
年
度
第
４
回
県
委
嘱
作
家
展

と
し
て
、今
、県
内
第

一
戦
で
活
躍

し
て
い
る
作
家
の
作
品
を
展
示
、
巡

回
し
ま
す
。

事
務
局
は
通
常
４
人
体
制
で
、

県
展
実
行
委
員
、県
委
嘱
作
家
展

運
営
委
員
さ
ん
の
方
々
と
共
に
、
県

文
化
団
体
協
議
会
・県
美
術
館
等

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
仕
事

を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。今
後
と
も

ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
　
並
川

　

一
己

事
務
次
長
　
漬
井
　
　
隆

事
務
局
員
　
松
尾
　
和
代

島
谷
　
豊
子

長
崎
県
オ

ペ
ラ
協
会

と

長
崎
交
響
楽

長誼 ⑩
アミュ
プラザ長崎

長崎歴史文イと
博物館

′蛍
茶
屋

夕
諏
訪
神
■

旭大緒

長崎港

長崎県美術

ヽ

ゝ 9
館卜H
口食暢ビル

夢彩都

H島ワーフ

ノクラバー国

(出島)

蕉

υ

l上島町,

長崎了し子廟

・ 中国歴史博物館

(石僑)

長崎市役所

∽

(画浜V)

師

ミナル

9

長崎県庁

(親光通)

Ｎ

Ａ 後列左より島谷さん、松尾さん 前列左より並川局長、演井次長

眠崎県実行館」
バス停 長崎二死関

出島和筒
商館跡

長崎新地

ヱ  新地

愛

革街

島
遭甚

よ
Ⅲ`iヤ▼~1

ヽ
思
案
橋

＼
輩

長崎
水辺の森公園

20年 8月

9月

10月

11月

21年 1月

1月

1～ 2月

県展公募展受付

審査、長崎展

佐世保展、謙早展

移動展

委嘱展長崎展

委嘱展佐世保展

委
'ノ

属展移動展

<`タ日
1987年 全幕公演 (長崎市公会堂)

長崎県美術展覧会事務局
松
藤
　
雅
彦

長
崎
は
歌
の
街
。上日
か
ら
長
崎
に
ち
な

ん
だ
歌
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

思
い
出
し
た
だ
け
で
も
、
「長
崎
の
鐘
」

「長
崎
物
語
名
長
崎
の
花
売
り
娘
名
長

崎
の
ザ
ボ
ン
売
り
者
長
崎
の
女
名
雨
の
オ

ラ
ン
ダ
坂
名
長
崎
は
今
日
も
雨
だ
っ
た
」

「長
崎
２
夜
は
む
ら
さ
き
名
長
崎
＠
フ
ン

タ
ン
祭
り
女
え
つ
？
こ
れ
は
ま
だ
出
来
て

ま
せ
ん
か
？
も
な
ど
、
す
ぐ
１０
本
の
指
に

余
り
ま
す
。

し
か
し
何
と
言
っ
て
も
長
崎
に
ち
な
ん

だ
曲
の
ト
ッ
プ
は
オ
び
フ
「蝶
々
夫
人
」
で

し
さ
つ
。
日
本
広
し
と
で
え
ど
も
、
世
界

的
な
オ
ペ
ラ
の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
街
な
ん

て
長
崎
し
か
な
い
は
ず
で
す
。
＞」の
こ
と
は

と
て
も
凄
ｒ
」と
な
の
に
、長
崎
に
住
ん
で

い
る
人
た
ち
は
「そ
い
が
ど
げ
ん
し
た
と
」

と
、
あ
ま
り
感
激
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
長
崎
が
舞
台
に
な
っ
て
い
る
こ
と

だ
け
に
感
激
し
て
く
れ
と
で
つ
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
＞」の
「蝶
々
夫
人
」
は
と
び
っ
き

り
の
素
晴
ら
し
い
オ
び
フ
な
の
で
す
。悲
し

く
も
感
動
的
な
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
ま

す
が
、と
に
か
く
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で

美
し
い
音
楽
に
彩
ら
れ
て
い
る
の
で
す
①作

曲
者
の
プ
ッ
チ
ー
ニ
自
身
、
＞」の
オ
び
フ
を

生
涯
愛
し
続
け
た
の
で
し
た
。

の
生
誕
１
５
０
年
に
あ

た
る
今
年
の
１０
月
２５
、
２６
の
両

日
、長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
、オ
ざ
フ

「蝶
々
夫
人
」
を
全
幕
公
演
い
た
し
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
１
９
８
２
年
に
地
元
長

崎
の
手
で
「蝶
々
夫
人
」
初
演
を
呆
た
し
、

１
９
８
７
年
に
は
今
回
と
同
じ
星
出
豊

氏
の
指
揮
で
２
回
目
の
公
演
を
行
い
ま
し

た
。
１
９
９
０
年
に
は
長
崎
旅
悼
協
賛

と
し
て
３
回
目
の
公
演
が
行
わ
れ
、今
回

は
長
崎
県
オ
ざ
フ
協
会
と
長
崎
交
響
楽

団
の
組
合
せ
に
よ
る
４
回
目
１８
年
ぶ
り
の

本
公
演
と
な
り
ま
す
。

お

ィ

マ

プ
ッ
チ
ー
ニ
か
ら
か
け
が
え
の
な
い

物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
長
崎
で
す
か
ら
、

先
ず
地
元
の
人
た
ち
が
＞」の
オ
び
フ
に
触

れ
て
、
「蝶
々
さ
ん
」
を
愛
し
、定
期
的
に

公
演
を
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

や
が
て
オ
び
フ
「蝶
々
夫
人
」
の
聖
地
と

な
っ
た
長
崎
を
目
ざ
し
て
、
世
界
中
か
ら

オ
び
フ
フ
ア
ン
が
訪
れ
る
日
を
夢
見
て
…

〒850-0862 長崎市出島町2番 1号 長崎県美術館内 TEL.095‐ 325‐6058 No9o50に  Arl[× Б biOn
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長崎県美術鮒の個 人会 覺として、n肖主催企 画展 ,美術辮コレ
グプション展ともにフリープヾスで鑑賞できるプランです .

お申し込みいただいたその場で会員証を発行いたしますので、当日から鑑賞にご

利用いただけます。お申し込みは美術館 lFインフォメーションまで。
1.会員証のご提示で、館主催企画展を1年間フリーパスでご鑑賞頂けます。
2.会員証のご提示で、美術館コレクション展を1年間フリーパスでご鑑賞頂けます。
3.会員証のご提示で、lFミュージアムショップ・カフェでのご利用・ご貝蕎入が
10%割 引となります。
(※書籍・図録など一部商品を除く。カフェはドリンクのみ。)

4.長 崎県美術館のメールマガジンにご登録頂けます。
※月刊イベントスケジュールの郵送ご希望の方は、年間960円 (@80円 ×12ヶ月)にて承ります。

()蕪i会賀

51000円 (税込 )

0お軒1込みに関するお1掘合世
長崎県美術館

長崎市出島町 2-1
TEL.095Ⅲ 833‐2110

お得な常設展年間フリーパスポートヘの

ご入会はいかがですか?

ご本人様に限り発行日から1年間、当館の常設展示室(歴
史文化展示ゾーン、長崎奉行所ゾーン)をイ可度でもご鑑賞い

ただけます。常設展示室は、1～ 2ヶ月に1回程度の展示替
えも行なってお

')ま
す。また、会員様にはその他特典もついてい

ます。この機会にぜひご入会ください。

1.会員様ご本人に限り、発行日より1年間常設展をイ可度でも鑑賞いただけます。
2.会員様は本館主催の企画展観覧料を2割引いたします。(なお、ど本人様に限ります)
3.年間10回 以上ご来館いただくと、フリーパスポート更新時に会員証と引き換え
に企画展のペアチケットを進呈いたします。(但し企画展の内容は選べません)

◎会員料金    ◎お申込みに関するお問合せ
一般  1,800円   長崎歴史文化博物館
高校生 1,200円   長崎市立山 1-1-1
′
lヽ中 学 生  900円   TEL.095‐ 818‐8366    BuNKYO
※継続の場合も同一料金です。

2005年 ハイライト公演

(長崎市民会館)
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10月 25日⑪18:00開演

10月 26日 ltt11330開演

々夫人公演

長崎ブ'ルクホール
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［フ
ェ
ル
ム
・ド

・外
海
］

代
表
　
日
宇
ス
ギ
ノ

外
海
地
域
の
生
渭
向
上
に
尽
力
し
た
ド
・
□
神
父
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ヲ

ェ
ル
４

ド
・外
海
」
は
、Ｚ
フ
ン
ス
人

宣
教
師
ド
白
神
父
の
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
精
神

を
学
び
、な
ら
う
た
め
、
昭
和
５８
年
に
結

成
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、県
の
地
域
活
性
化
グ
ル
ー

プ
や
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
等
の
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、外
海
文
化
協
会
、

外
海
ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
協
議
会
な
ど
に
加
入

し
、
「で
き
る
と
き
に
、で
き
る
人
が
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
い
ろ
ん
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。教
会
な
ど
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

や
田
舎
と
都
市
と
の
交
流
、
国
際
交
流
、

田
舎
体
験
の
受
入
れ
等
の
活
動
が
評
価

さ
れ
、今
回
の
受
賞
の
栄
に
あ
ず
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
天
国
の
ド
色
神
父
様

や
、
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
１０
名
あ
ま
り

の
方
々
と
い
た
だ
い
た
賞
と
言
え
ま
す
。

こ
の
賞
を
誇
り
に
、
こ
れ
か
ら
今
ま
で

の
活
動
の
他
に
、出
津
教
会
な
ど
外
海
地

区
の
４
資
産
を
含
む
長
崎
の
教
会
群
の

世
界
遺
産
本
登
録
に
向
け
た
活
動
や
文

化
財
の
保
存
・活
用
に
も
、で
き
る
範
囲

で
が
ん
ば
っ
て
ｒ
」う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

輯

［仁
駄
橋
綱
引
太
鼓
保
存
会
］
会
長
　
藤
本
　
健
人

青
少
年
の
健
全
育
成
と
地
域
連
帯
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、

伝
続
文
化
の
継
承
・保
存
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

に
ん

だ

|ざ

し

つ
な

ひ
き

だ
しヽ

1よ

ぞ
ん

ア〕`
しヽ

壱
岐
の
盆
綱
引
き
は
室
町
時
代
か
ら

の
も
の
で
、発
祥
の
地
・郷
ノ
浦
町
志
原

西
触
で
は
戦
後
い
っ
た
ん
廃
れ
絶
え
か
け

た
が
、
昭
和
５５
年
に
太
鼓
保
存
会
を
結

成
し
、同
５７
年
に
盆
綱
引
き
が
復
活
し

た
。盆
綱
引
き
は
、亡
者
供
養
の
た
め
と
、

併
せ
て
家
内
安
全
・産
業
の
振
興
発
展
・

地
域
住
民
の
協
力
融
和
を
願
う
、長
い
伝

統
を
も
つ
行
事
で
、太
鼓
は
そ
の
綱
引
き

の
す
べ
て
の
進
行
を
司
る
合
図
の
大
鼓
で

あ
る
。

昭
和
６０
年
か
ら
当
地
在
住
の
小
・中

学
生
へ
の
伝
承
活
動
を
開
始
し
、
現
在
会

員
数

は
４４
人
盆

般
１９
人
・高

校

生
７

人
・中
学
生
１０
人
。小
学
生
８
人
）
で
あ

ＺＯ
。活

動
と
し
て
は
、小
・中
学
生
へ
の
伝
承

活
動
と
盆
綱
引
き
の
実
施
。
そ
の
他
地
域

行
事
へ
の
協
力
や
老
人
施
設
訪
間
、特
に

思
い
出
深
い
の
が
、平
成
元
年
の
「長
崎
県

子
ど
も
伝
承
芸
能
大
会
」
や
「第
Ю
回
長

崎
県
民
俗
芸
能
大
会
∠
民
出
演
で
き
た

こ
と
で
あ
る
。

保
存
会
と
し
て
は
、
盆
綱
引
き
の
と
き

に
歌
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
「綱
引
き
唄

（壱
州
盆
唄
こ
と
と
も
に
、ゝ
」の
「盆
綱
引

き
」
と
「綱
引
太
鼓
」
を
保
存
伝
承

し
て
い
き
た
い
。

■活動歴 /27年 間
■功績事項/伝統文化の継承・保存

■活動歴 /24年間
■功績事項/地域文化の創造・振興

及び国際文化交流の推進
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長崎県地域文化章

文化に香る心豊かな郷上を創るため、県内各地において地道な文化活動を続け、

地域文化の向上と発展に貢献している個人及び団体に対し地功文化章を贈り、

その渚動と業種を顕彰するものです。

第 口

［
長

崎

八

ン

ド

ベ

ル

コ

ミ

呈

〓
ア
ィ

］
会
棒
図

公
子

八
ン
ド
ベ
ル
を
通
し
て
音
楽
の
活
か
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

豊
か
な
人
間
性
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

１
９
７
６
年
に
活
水
中
学
・高
等
学

校
に
ハ
ン
ド
ベ
ル
が
導
入
さ
れ
、演
奏
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。
１
９
９
０
年
、長
崎

旅
博
の
企
画
に
よ
り
、韓
国
で
行
わ
れ
て

い
た
第
４
回
ハ
ン
ド
ベ
ル
世
界
大
会
の
参

加
国
が
加
わ
り
、長
崎
平
和
祈
念
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
運
営

の
た
め
長
崎
ハ
ン
ド
ベ
ル
実
行
委
員
会
が

設
立
さ
れ
、そ
の
後
活
動
は
続
き
１
９
９

９
年
長
崎
ハ
ン
ド
ベ
ル
で
ュヽ
ニ
テ
ィ
と
改

名
し
現
在
に
到
っ
て
お
り
ま
す
。活
動
し

て
い
る
チ
ー
ム
は
活
水
中
高
を
は
じ
め
１３

の
チ
ー
ム
で
す
が
、平
素
は
そ
れ
ぞ
れ
の

チ
ー
ム
で
独
自
の
形
態
で
練
習
を
重
ね
、

諸
演
奏
会
へ
の
出
場
、諸
施
設
へ
の
演
奏

奉
仕
な
ど
意
欲
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
年
に
１
回

一
堂
に
集
ま
り
、
長
崎

ハ
ン
ド
ベ
ル
フ
ェ
る
ア
イ
バ
ル
に
参
加
す
る
こ

と
に
よ
り
、各
チ
ー
ム
と
の
交
流
、更
な
る

技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
、ハ
ン
ド
ベ
ル
活
動

を
充
実
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
亡
」、
辱
蘊
町
ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ミ
ュ
一テ
イ

は
、士芸
術
文
化
振
興
へ
の
貢
献
を
認
め
ら

れ
、
長
崎
県
地
域
文
化
章
を
戴
き
ま
し

た
。
一
同
大
変
名
誉
な
こ
と
と
喜
び
感
謝

し
て
い
ま
す
。今
後
ま
す
ま
す
技
術
の
向

上
を
め
ざ
し
な
が
ら
ぃ諸
施
設
へ
の
演
奏

奉
仕
、ハ
ン
ド
ベ
ル
九
州
大
会
、全
国

艘
　
大
会
、
世
界
大
会
な
ど
へ
の
参
加
、

胸
　
更
には
長
崎
に於
いて諸
大
会
の開

鮒
徳
　
催
を
実
現
す
べく
、コヽ
ュヽ
ニテ
ィ全

ォ
左
　
員
、力
を
合
わ
せ
努
力
し
て
いき
た

歴
朝
　
ぃ、と
祈
念
し
てお
り
ま
す
。

荊
嫌
■

日

［小
浜
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
］

音
楽
活
動
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、

地
域
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
コ
ン
ア
ス
ト

出
場
を
契
機
に
、
昭
和
５９
年
本
格
的

に
演
奏
活
動
を
開
始
し
、メ
ン
バ
ー
は
、

現
在
２０
名
で
、市
役
所
・小
中
高
の

学
校
の
先
生
・看
護
師
・商
店
主
・会

社
員
・住
職
な
ど
多
種
多
様
で
す
。

定
期
コ
ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
、地
元

小
浜
の
湯
祭
り
・夏
祭
り
立
日
楽
祭

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
す
る
と
と

も
に
、
「
日
蘭
交
流
４
０
０
周
年
な

が
さ
き
阿
蘭
陀
年
名
島
原
ガ
マ
ダ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
名
が
ん
ば
れ
ハ
ウ
る
ア
ン

ボ
ス
」
等
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、五日
楽
活
動
を
通
し
て

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
４
月
６
日
の
小
浜

温
泉
湯
祭
り
に
出
演
し
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
と
し
て
は
、発
足
当

初
か
ら
の
目
的
で
あ
る
「メ
ン
バ
ー
が

楽
し
む
こ
と
、そ
し
て
地
域
の
方
々
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
」
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
た
め
、毎
年
の
恒
例
行

事
や
訪
問
演
奏
・依
頼
演
奏
に
加
え

て
、小
。中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と

交
流
し
た
り
学
校
訪
問
演
奏
で
、青

少
年
の
健
全
育
成
に
も
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

|

I

代
長森
下
　
晃
英

■活動歴 /23年間
■功績事項 /芸術文化の振興
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伊
吹

の

大山平一郎
ヴィオラ

上田 晴子
ピアノ

井谷 俊二
ピアノ

"

木村 俊光
メヾリトン

な
が
さ
き
音
楽
祭
２
０
０

・８

処

こ
こ
が

な
が
さ
き
か
ら
新
し
い
音
楽
祭
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
開
催
さ
れ
た
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
献
身
的
な
働
き
と
、

演
奏
者
の
熱
意
に
支
え
ら
れ
て
。

街
に
音
楽
が
溢
れ
て
い
る
と
、
そ
の
街

は
と
て
も
元
気
に
な
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
の
音
楽
祭
と
は
、ひ
と
味
違
っ
た
音

楽
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
継
続
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
音
楽

祭
２
０
０
８
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「新
人
・塾
・記
念
オ
ケ
」

な
が
さ
き
音
楽
祭
の
特
徴
は
、何
と

き
ら
て
も
県
民
が
主
役
で
あ
り
、出
演
者

の
大
半
が
長
崎
県
民
で
あ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
中
核
を
な
す
の
が
、今
年
で
３６
年
続

い
て
い
る
長
崎
県
新
人
オ
ー
デ
イ
ン
ョ
ン
に

合
格
し
た
演
奏
者
た
ち
で
す
。

Ю
月
１２
日
に
は
、
可
能
性
を
秘
め
た

若
き
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ

室
内
合
奏
団
と
共
演
し
ま
す
。
そ
し
て
音

楽
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
の
は
、
記
念

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演
奏
会
。今
年
は

ア
ル
カ
ス
佐
世
保
で
１０
月
１９
日
に
開
催
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
第
４
楽
章
や
、

ガ
ー
シ
ュ
イ
ン
の
ラ
プ
ソ
デ
ィ
・イ
ン
・ブ

ル
ー
、
プ
ラ
ー
ム
ス
の
ダ
ブ
ル
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

な
ど
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
人
の

大
合
唱
団
は
す
で
に
コ
ー
フ
ス
の
練
習
に

入
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
合
唱
山
も

あ
り
、
充
実
し
た
演
奏
会
に
な
り
そ
う
で

す
。

各
地
で
開
催
さ
れ
る
音
楽
会
の
前
に

活
水
女
子
大
学
で
講
師
と
受
講
生
が
合

宿
形
式
で
音
楽
の
特
訓
を
す
る
音
楽
塾

は
８
月
２６
日
か
ら
。
２４
日
に
は
活
水
女

子
大
束
山
手
チ
ャ
ペ
ル
で
講
師
陣
に
よ
る

オ
ー
プ
一ラ
グ
演
奏
会
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
演
奏
会
や
講
座
を
精
力
的
に
指

導
さ
れ
る
大
山
平

一
郎
監
督
は
、指
揮

者
と
し
て
、
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
と
し
て
今
年

も
七
面
六
皮
の
大
活
躍
で
す
。

「広
が
る
ジ
ャ
ン
ル
」

言
う
ま
で
も
な
く
、主
口
楽
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
リ
ア
・カ

ラ
ス
と
美
空
ひ
ば
り
、
ど
ち
ら
が
偉
い
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
一人
と
も
多
く
の

名
唱
を
残
し
た
歌
い
鳥
で
す
。

さ
て
お今
年
は
音
楽
祭
に
新
た
な
ジ
ャ

ン
ル
が
加
わ
り
ま
す
。
９
月
の
初
め
は
、
佐

世
保
の
街
が
ジ
ャ
ズ
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

に
染
ま
る
ウ
ィ
ー
ク
『街
角
ラ
イ
ブ
』
９
月

‐５
日
、
長
崎
県
歴
史
文
化
博
物
館
で
は

邦
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
そ
し
て
９
月
２８

日
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
は
、
長
崎
の
唄
を
集

め
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
お
な
じ
み
の
歌

謡
曲
を
映
像
と
と
も
に
た
っ
ぷ
り
と
楽
し

め
ま
す
。

「楽
し
む
音
楽
祭
、〈
７
年
も
」

音
楽
を
楽
し
む
空
間
は
ホ
ー
ル
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。昨
年
好
評
だ
っ
た
教

会
コ
ン
サ
ー
ト
、今
年
は
４
会
場
で
、平
戸

と
五
島
の
教
会
に
秋
色
の
ア
リ
ア
が
響
き

渡
り
ま
す
。
又
、
お
父
さ
ん
達
に
も
好
評

だ
っ
た
酒
蔵
コ
ン
サ
ー
ト
も
４
会
場
で
。今

年
の
テ
ー
マ
は
音
楽
に
抱
か
れ
て
大
人
の

恋
が
始
ま
る
！
　
平
戸
、諫
早
、島
原
、

南
島
原
で
開
催
し
ま
す
。そ
の
他
、フ
了
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
雲
仙
市
に
、小
さ
な

学
校
訪
問
コ
ン
サ
ー
ト
は
松
浦
市
の
田
代

小
学
校
に
出
掛
け
ま
す
。
更
に
美
術
館
コ

ン
サ
ー
ト
は
長
崎
県
美
術
館
に
加
え
ハ
ウ

必
ア
ン
ボ
ス
美
術
館
で
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
演
奏
会
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
決
し
て
多
い
と
は

言
え
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
の
運
営
は
、楽
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
同
張
り
切
っ
て
準
備

に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
＞」の
音
楽
祭
が

「演
奏
者
の
笑
顔
と
お
客
さ
ん
の
笑
顔
が

出
逢
う
場
」
で
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

音
楽
連
盟
運
営
委
員
長

堀
内
　
伊
吹

ゃ
杓
影
／

＼
心
　
　
　
　
歩

み
ど

こ
ろ

●
ペ

き
き
ど

ろ

一般2,000円      
ピ

学生11000円 (当 日各500円 増 )

10/12回
謎齢刷繁コ

& 3/24回記輿置謝奄寺脳9

SASEBOに帝楽力fあふね』出

(15時開演) 一般1,500円
学生11000円

～希(のぞみ)～新たな「うたのまち。ながさき」を
長崎ぶらぶら節、島原の子守唄、長崎

の鐘、樺島ハイヤ節。教会の鐘、霧笛の

音、「長崎の唄と音」を長崎の財産とし

て整理し、唄に込められた情緒を共有し、

次世代につなぐための意欲的なステー

ジ。他。司会は「市ちゃん」こと市原隆靖。

SASEBO街角ライブ
EI」 R佐世保駅前～三ヵ阿アー
ケード6ヶ所 11時～17時
/7

一般21000円

学生1,000円
シー八ットおおむらさくらホール(14日寺開演)

`‐

´

0
‐

Ⅲ10/19 ながさき音楽察記念オーケストラ演奏会
江川 教子
ピアノ

田中 南美

樋上 裕子
ピアノ

吉田
ツプラノ

瞳

9/23回暫身腎理薄命 アルカス SASEBO大 ホール (15時開演) 指定席 :一般31000円 学生1,500円自由席 :一般2,000円 学生11000円 (当 日各500円 増 )

大山平一郎
指揮

前田 拓郎
ピアノ

サイ・ヤンガン

ソプラノ

毛不」 イ白郎
チェロ

BUNKYO

―

―

ロ

今年の主な出演者
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Ч
♪
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亀
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0お問い合わせ先/ながさき音楽祭事務局 TEL.095-82併 2883 ・

クラリネット
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長崎県美術館の美術館棟とギャラリー棟を結ぶ運河の上にある

「橋の回廊」。ここにガラスに口まれ、長崎の風景や運河を眺め

ながら、「味の芸術」を楽しんでいただけるカフェがあります。

2007年秋、食と芸術の融合をテーマとした、

より質の高い美術館カフェのために、フランス

料理界の巨匠・上柿元 勝氏が長崎県美

術館のFB(フード&ビバレッジ)プロデュー

サーに就任しました。

上柿元氏は、長崎県観光マイスターであり、

フランス料理界の巨匠で世界的に著名な

シェフです。長崎の素晴らしい食材を使って、

皿の上で表現されたアートー料理はまさに消

えていく芸術です。「美味しい美lf館Jで

は、美術館オリジナルスウィーッや県内産の

野菜を使ったフードメニュー、おいしいコー

ヒーが楽しめ、夜は落ち着いた雰囲気でス

ペインのビールやスパークリング・ワインも味

わえます。

美術鑑賞の合間に、カフェでゆったりとした

時間を過ごしてみませんか?

d

「町に教会と美術館とカフェがあればそこは

街になる。Jという初代オーナーの言葉を守りつ

づけ、今、長崎の歴史と文化を紡ぐ博物館ととも

にある「銀嶺J。緑豊な諏訪の森に集う人達の素

敵な出会いの場として、博物館の展示をご覧に

なった後などにぴつたりのレストランです。

もちろん、創業以来変わらぬ味わいのデミグ

ラスソースを使った伝統の味や季節の食材を用

いたオリジナルのメニューもナ己含としていただけま

す。また、悼物館で開催される展覧会にあわせ

たスウィーツやクリスマスデイナーなど特別限定

メニューも見逃せません。

諏訪の森の季節の移ろいを感じることができ

るロケーション、アンティークに囲まれた落ち着い

た空間で、伝統の味と雰囲気をお楽しみくださ

ヤヽ。

レストラン「銀嶺Jはフリースペース(入館無料)ですので、ランチや待ち合わせなどにもご利用できま

す。また、ご予算に応じたコース料理や、事前にご予約をいただくと各種パーティーなどでの貸切
')使

用も承っております。(営業時間10:30～ 21:00)

―
 || |■ ― ―

||― ● |~|― |―
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昭和5年に創業のレストラン「銀嶺」が、博物館の開館とともに復活。店内はこ

れまでオーナー自ら集めてきたランプなどのアンティーク雑貨の数々が配され、

ちょっとした美術館のような落ち着いた雰囲気です。

服装」人気メニユー

剪 トルョライス 1,000円

再オープンにあたって新メニューとして登場し

たトルコライスは、柔らかいヒレ肉を一枚一

枚丁寧に力,ットし、旨味を封じ込めとっても

美味

ゆ タンンテュー 1,700円

創業以来変わらぬ味わいのデミグラス

ソースを使った伝統の味

婢 自家製ババ回ア

なめらかな舌触りで人気のメニュー

■その他のメニュー

l0

‐:' =rHE軍 凸■L■■Lと

「永井敬ニコレクションよリー
エンツォ・マーリの100のプロジェクト」展

長崎県美術館 FBプロデューサー

上柿元 勝 氏

,氏屯自噂白

'亀

riJ嘱瞬・
そ:

江::争:|'

み
綿
対
嘲

〔ランチメニューI
●銀嶺ランチ  900円
(お肉料理の週替リランチ)

0ビーフカレー  850円

〔ディナーメニュー】
0牛フィレ肉のジュジュステーキ

1500円

0ハンバーグステーキ 900円

●サーモンステーキ 950円

〔スウィーツ】
●カステラセット 650円

その他、ディナーメ
ニューはお好みに

応じてお選びいた

だけるメイン料理に

ライス・スープ・サラ

ダなどを自由に組
み合わせていただく
スタイルです。

|― || 
―
 ● II.

■会期 :6月 14日ω～ 9月 7日 l日 )

デザインの本質を常に問いながら、計画、

製造など携わる人々全てにとっての創造

的な活動とはなにかと模索し、その功績

が高く評価されているイタリアデザイン界
の巨匠エンッォ・マーリの作品を、永井敬
ニコレクションを中心に波佐見焼の職人

ヴイクトリア&アルバート美術館は、大英

博物館と並んでイギリスを代表するミュー

ジアムです。そこには25,000点を超える

膨大な浮世絵コレクションが含まれており、

今回はその中から厳選された約170件の

作品をご紹介します。春信、歌麿、北斎、

広重ら著名な作家の里帰りした名品の

数 を々お楽しみください。

葛飾北斎 冨嶽三十六景 凱風快晴
⑥V&A Images/Victotta and A bert Museum

オールドノリタケからディナーウェアまで

日会 期 :4月 12日 tLl～ 6月 1日 l日 )
■観覧料 :大人900円   高校生以下450円

(未就学児無料 )

オールドノリタケの数々(lnノリタケカンパニーリミテド所蔵 )

日本の洋食器メーカーの先駆けといわれる

ノリタケカンパニーリミテド。明治から昭和初

期に製作された「オールドノリタケJと呼ばれ

る優雅で華やかな花瓶や壺、初公開のデ

ザイン画帖などを多数展示し、その100年の

歴史に迫ります。

※メニューの内容は変更することがあります。

江戸時代、海タトとの交流の窓口

だった長崎⑤その歴史と文化は

日本の海タト交流の歴史ともいえ

ます。本展覧会では、博物館が

所蔵する貴重な美術・歴史資

料とライデン国立民族学博物館

の資料の数々を、様々な角度か

らスポット

をあてて

紹介いた

します。

～
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
、
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
～

日
会
期

中
６
月
１４
日
硼
～
８
月
３‐
日
側

※
休
館
日
の
他
、展
示
替
え
の
た
め
企
画
展
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ヴ
イ
ク
ト
リ
ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
所
蔵

■

会

　

期

中
６

月

１

日

①

～

７

月

１３

日

団

■
観
覧
料

中
一
般

一
〇
〇
〇
円
　
大
学
生
，７０
才
以
上
八
〇
〇
円

高
校
生
六
〇
〇
円
（中
学
生
以
下
無
料
）

初
公
開
浮

世

絵

名

品

展

プリタケデザ/ン 100年の歴史 江
戸
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
展
的

エンフォ・マーリの仕事

職 誓培継
畔'編
蓉暴堅
発茫を期介け無塩

<お問い合わせ>

長崎市出島町 2番 1号  TEL 095‐ 833‐ 2110
http://www nagasaki― museu m,p/

棚‖||¶

<お 問い合わせ>

長崎市立山1+l TEL 095‐ 818‐ 8366
httpイアwww nmhcip/
※毎月第 3火曜日(祝 日の場合は翌 日)は
休館日、開館時 F自司は8お 0～ 1餅 00です

ヽ※毎月第 2・ 第 4月 曜 日(祝 日の場合は翌 日)は

休館日、開館R寺間は10:00～ 20:00です。
長崎歴史文化博物館

Cu tura nformat on of NagЭ sak BUNKYO15
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単 主

命
、  今

Ⅲ

ドレスデン。フイルハーモニー管法楽団
| |

◎ウェーバー作 曲 :歌劇「オベロン」序曲

◎ベートーヴェン作由:ピァノ協奏曲第5番「皇帝」(ソリスト:中村監ナム子 )

◎ベートーヴェン作曲:交響曲第7番

１
３
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
ド
イ

ツ
の
名
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「ド
レ
ス
デ
ン
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
一―
管
弦
楽
団
」
の
起
源
は
、

今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
５
０
０
年
、
１５
世

紀
ま
で
さ
か
の
ば
り
ま
す
。
宮
廷
の
お
抱

え
楽
士
か
ら
独
立
し
た
演
奏
家
た
ち
は
、

市
の
音
楽
振
興
事
業
と
し
て
活
動
を
続

け
、
１
８
７
０
年
ド
レ
ス
デ
ン
に
初
め
て

市
民
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
開

館
し
た
こ
と
に
よ
り
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し

て
成
立
。
１
９
１
５
年
、
正
式
に
楽
団
名

称
を
「ド
レ
ス
デ
ン
・フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

一―
管

砂
燎
命
巳
と
改
め
、
２
０
０
５
年
に
創
立

１
３
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

１
３
５
年
の
歴
史
の
中
で
、
ブ
ラ
ー
ム

ス
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
ド
ヴ
オ
ル
ザ
ー
ク
、

Ｒ
．シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
等
の
作
曲
家
が
、自
身

の
作
品
を
指
揮
し
、
ま
た
、
ニ
キ

ンヽ
ュ
、
ア
ー

ベ
ン
ト
ロ
ー
ト
、
ョ
ッ
フ
ム
、
カ
イ
ル
ベ
ル
ト
、

Ｅ
．ク
ラ
イ
バ
ー
、ク
ナ
ッ
パ
ー
ツ
ブ
ィ
ン
ュ
、

コ
ン
ヴ
ィ
チ
ュ
一―
等
舒
々
た
る
顔
ぶ
れ
が

そ
の
指
揮
台
に
登
場
し
、
ま
た
マ
ズ
ア
、
プ

ラ
ッ
ソ
ン
、ヤ
ノ
フ
ス
キ
等
が
首
席
指
揮
者

を
務
め
て
き
ま
し
た
。
１
９
０
９
年
に
は

ド
イ
ツ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
初
め
て
と
な

る
ア
メ
リ
カ
演
奏
旅
行
を
、
ま
た
、
１
９

３
０
年
代
に
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
交
響
曲
全

曲
の
初
稿
版
を
初
め
て
演
奏
し
、
こ
れ
に

よ
り
″ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
・オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の々

名
で
も
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
、

今
回
の
公
演
の
指
揮
者
で
も
あ
り
、
ス
ペ

まみ

慰

い
肇

増|

イ
ン
国
立
交
響
楽
団
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

交
響
楽
団
、
ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団
、
ベ
ル
リ

ン
放
送
響
の
首
席
指
揮
者
を
歴
任
し
た

ラ
フ
ァ
エ
ル
・フ
リ
ュ
ー
ベ
ツ
ク
虫
ア
・ブ
ル
ゴ
ス

が
芸
術
監
督
及
び
首
席
指
揮
者
に
就
任
。

そ
の
活
動
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

世
界
各
国
で
熟
い
喝
釆
を
浴
び
て
い
ま
す
。

佐
世
保
公
演
で
は
、八
Ｖ
回
２
度

日
の

来
佐
と
な
る
″中
村
紘
子

が々
ベ
ー
ト
ー

ヴ
エ
ン
作
曲
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
５
番

「皇
帝
」
で
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
登
場
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
し
ま
す
。

″
中
村
紘

子

は々
１
９
６
５
年

シ
ョ
パ

ン
ヨ
ン
ク
ー
ル
で
日
本
人
初
と
な
る
入
賞

（最
年
少
賞
を
同
時
受
賞
）
を
呆
た
し
て

以
来
、来
年
デ
ビ
ュ
１
５０
周
年
を
迎
え
る

日
本
の
ピ
τ

ス
ト
の
代
名
詞
と
も
言
え

る
存
在
で
、
そ
の
演
奏
は
国
内
外
３
，５

０
０
回
を
越
え
る
演
奏
を
通
じ
て
聴
衆

を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。
ド
レ
ス
デ
ン
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
一―
管
弦
楽
団
と
は
社
会
主

義
時
代
に
共
演
し
た
経
験
を
持
ち
、今

回
の
共
演
を
「旧
い
友
だ
ち
が
ど
ん
な
風

ヽ

“

プログラム

工
ⅢI

■開場 H8:30 ss席 =8,000円  S席 =6,000円
■開演 19100 A席 =5,000円  B席 =4,000円
(全席指定。消費税込み・各席学生半額・当日500円増)

よ
i

指 揮 :ラファエル・フリューベック・

ァ・ ブ ル ゴ ス (芸術監督・首席指輝者)

廟預Vい
・`

会場 :アルカスSASEBO大 ホール

金

ピアノ:中村紘子

16Bt〕 NKY
ノ

任

イ  ア ル カ ス 通 信          }ァ ルカスSASEBOか ら旬の話題をお届けします。

世界的ピアニスト中村紘子をソリストに迎えてお届けする、ベートーヴェンプログラム。

※「ドレスデン・フィルハーモニー管弦楽団」公演は、長崎県教職員互助組合「芸術鑑賞,スポーツ

観戦補助事業・芸術鑑賞等元気回復事業補助Jに指定されています。アルカスSASEBOの窓

「キッズ・ミュージカルJの参加者

.IⅢ

―シーハットミュージカル劇団「夢桜」一肝教が伝える感動l
ニミど■ゴ
~ う
ン カルをあ為!たの町ti
ヽ 、
｀

O

に
変

わ
っ
て
い
る
の

か
、
再
会
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。」
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
応

え
て
い
ま
す
。

今

回
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「呈
帝
」
と

「交
智

――――
第
７
呑
」
と
い
つ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、
一
度
は
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
屈
け
し
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
敷
冊
が

高
い
と
感
じ
て
い
る
方
に
こ
そ
、
「皇
帝
」
で

奏
で
ら
れ
る
ピ
ア
ノ
と
オ
ｌ
ヶ
ス
ト
ラ
の

見
事
な
、
色
彩

酌
な
音
の
広
が
り
と
、

「交
響

――――‐―
第
７
希
」
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

圧
倒
的
で
心
肥
ら
せ
る
旋
律
に
触
れ
て
い

た
だ
き
た
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

皆

さ
ん
で

お
越
し
下

さ
い
。

側
大
村
市
振
興
公
社
　
事
業
部
長
　
　
藤
伸
崎

　

浮ｅ
掃
準

シ
ー
ハ
ッ
ト

ュヽ

ー
ジ
カ
ル
劇
団
″夢
桜
″
の

２
回
日
の
発
表
会
と
な
る
「キ
ッ
ズ
ヽ
ュ
ー

ジ
カ
ル
」
を
４
月
６
日
に
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
うしの
原
稿
は
３
月
初
め
に

書
い
て
い
ま
す
の
で
本
番
の
状
況
は
わ
か
な

い
の
で
す
が
、
き
っ
と
満
席
で
好
評
？
つ
ち
終

わ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
今
回
の

公
演
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル
の
某

作
品
の
中
か
ら
歌
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
構

成
し
た
も
の
で
、
そ
の
目
的
は
歌
唱
力
の
向

上
で
す
。
昨
年
３
月
に
行
っ
た
劇
団
の
１
回

目
の
発
表
会
は
、
劇
団
自
ら
の
手
で
戯
曲
、

演
出
、
作
曲
、
振
り
付

け
な
ど
全
て
を
仕

切
っ
て
上
演
す
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

今
回
は
、
丞
ア
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
「歌
唱
力
」

に
磨
き
を
か
け
て
作
品
に
さ
ら
に
感
動
を

付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
＞」れ
ま
で
進
め

て
き
た
市
民
ヽヽ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
域
か
ら
抜
け

出
て
、
大
村
以
外
の
地
域
で
も
。
ま
た
、
一
般

の
お
客
さ
ま
か
ら
も
感
動
し
て
い
た
だ
け

る
‥
。そ
う
い
？

ュヽ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
と
し
て

成
長
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
来
春
に
「
天
正
遣
欧
使
節

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
″光
る
海
二
の
再
演
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
昨
年
の
作
品
に
若
千
、
手
を
加

え
て
、
キ
ャ
ス
ト
も
入
れ
替
え
て
、
抜
群
の

「歌
唱
力
」
に
よ
り
初
演
を
大
き
く
上
回
る

感
動
を
与
え
る
公
演
と
し
て
上
演
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
再
来
年
に
は
こ
れ
ま
で
の

一
連
の

市
民
ヽヽ
ュヽ
ー
ジ
カ
ル
の
取
組
の
仕
上
げ
と
し

て
、
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内
合
奏
団
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
に
よ
る
生
演
奏
で
行
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

児
童
向
け
ヽヽ
ュヽ
ー
ジ
カ
ル
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
４
月
か
ら
脚
色

・演
出
家
の
菊
池
准
さ

ん
を
招
い
て
「戯
曲
講
座
」
を
毎
月
開
き
、
本

年
中
に
本
を
仕
上
げ
、作
曲
、
稽
古
、
本
番

と
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。
と
で

つ
わ
け
で

コ
ン
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
開
館
１０
周
年
」
を
迎

たゝ
、大
村
で
自
主
事
業
に
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
１０
周
年
の
平
成
２０
年
は
、
「
天
正
遣

欧
使
節
ヽヽ
ュヽ
ー
ジ
カ
ル
″光
る
海
色
の
再
演
に

向
け
て
活
動
し
な
が
ら
、
再
来
年
の
「生
伴

奏
ヽヽ
ュヽ
ー
ジ
カ
ル
」
の
戯
曲
仕
込
み
と
慌
た
だ

し
く
も
欲
張
っ
た
１
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

今
年
は
、
Ｈ
月
に
「列
福
式
」
が
本
県
で
行
わ

れ
ま
す
。
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
の
「
天
正
遣

欧
使
節
ヽヽ
ュ
ー
ジ
カ
ル
″光
る
海
色
は
、
中
浦

ジ
ュ
リ
ア
ン
が
主
人
公
の
市
民
ヽヽ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
す
。
本
公
演
は
２
時
間
余
り
の
大
作
で
す

が
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
０
ユ
一上
演
も
可
能

で
す
の
で
、
「列
福
式
」
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご

検
討
中
の
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご

一
報
く
だ
さ
い
。

Cu tura nformЭ t on of NaOЭ sak
′
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口でご購入の際は、「芸術鑑賞等元気回復事業補助金請求書Jをご提出下さい。17
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去
る
３
月
２０
日
、高
齢
者

福
祉

セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「地
域
の
文
化
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
」
受
講
生
に
よ
る
〈
春
う
ら
ら
コ
ン

サ
ー
ト
〉を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
文

化
を
担
う
文
化
団
体
、
文
化
施
設
職
貝
、

行
政
担
当
職
員
が
受
講
し
実
践
講
座
と

し
て
行
い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
企
画
・運
営
し
開
催
し
た

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
私
た
ち
受
講
生
に

と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
共
に
多
く
の

こ
と
を
学
び
、改
め
て
音
楽
の
素
晴
し
さ

と
心
の
豊
か
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

３
回
の
短

期

講
座

で
し
た
が
、
コ
ー

デ
ｒ
不
―
タ
ー
の
堀
内
伊
吹
先
生
、
プ
ロ
の

演
奏
家
の
方
々
、
そ
し
て
先
輩
方
の
指
導

を
い
た
だ
き
、大
変
充
実
し
た
内
容
で
私

た
ち
が
実
際
に
企
画
・運
営
す
る
上
で
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
私
た
ち
受
講
生
が
互
い
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
？
」と
が
で
き
た
こ
と

は
、
今
後
地
域
の
文
化
事
業
を
推
進
し
て

い
く
上
で
大
変
貴
重
な
財
産
に
な
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

学
び
た
い
と
で
つ
気
持
ち
、
そ
し
て
学

ぶ
べ
き
こ
と
を
＞」
の
「地
域
の
文
化
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
」
で
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
＞」の
よ
う
な
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

第3回ミニコンサート(江迎町高齢者福祉センター「いきいき」)

「地域の文化リーダー養成講座」に参加して

江迎町教育委員会 社会教育係 ノJヽ月窃  蒙こJ裁

講師:

上段 米田耕司長崎美術館長
下段 町田雅之平戸文化協会長

第3回ミニコンサート

(江迎町高齢者福祉センター「いきいき」)

第 1回講座 (松浦市民会館)
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前列右から3人 目が松田るんをさん、その左に小石丸佳代さん、立松和平さん、村田喜代子さん

松田るんをさん(九州芸術祭文学賞佳作受賞)

第38回
九州芸術察文学賞

届
::

il

ll

第38回「九州芸術祭文学賞」は、福岡市の小石丸佳代

さんの「ダンスJが最優秀作に、長崎県の松田るんをさ

んの「ティッシュの箱」が佳作に選ばれ、第34回以来 4

年ぶりの最l憂秀作・佳作のセット受賞となりました。

平
成
１９
年
度
は
九
州
各
県
か
ら

２
８
４
編
の
応
募
が
あ
り
、
９
月

～
１０
月
に
か
け
て
、
８
県
と
福

岡

市
・北
九
州
市
の
１０
地
区
で
地
区

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

長
崎
地
区
選
考
会
は
、
１０
月
に

川
道
岩
見
、
小
西
宗
十
、
定
来
文
彬

の
三
選
考
委
員
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

応
募
３３
作
の
中
か
ら
、
地
区
優
秀

作
「テ
ィ
ン
ン
ュ
の
箱
女
松

田
る
ん

を
ヽ
次
席
「さ
よ
女
西
村
紗
紀
子
）
、

地
区
奨
励
賞
「町
絵
師
女
小
枝
杏

子
）
の
３
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

地
区
優
秀
作
１０
編
で
の
最
終
選

考
会
は
、
作
家
の
五
木
寛
之
、
立
松

和
平
、
村
田
喜
代
子
、
文
芸
評
論
家

の
秋
山
駿
、
「文
学
界
」
編
集
長
・船

山
幹
雄
の
５
氏
が
出
席
し
て
１
月

２８
日
東
京
で
開
か
れ
ま
し
た
。
２
時

間
あ
ま
り
に
及
ぶ
熱
心
な
討
議
の

結
果
、
福
岡
市
の
小
石
九
佳
代
さ

ん
の
「ダ
ン
ス
」
が
最
優
秀
作
に
、
長

崎
県
の
松
田
る
ん
を
さ
ん
の
「テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
箱
」
が
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し

た
。こ

の
文
学
賞
の
最
優
秀
賞
者
か

ら
は
、村
田
喜
代
子
さ
ん
（昭
和
６２

年
）
、
又
吉
栄
喜
さ
ん
（平
成
８
年
）
、

日
取
真
俊
さ
ん
（平
成
９
年
ヽ
大

道
珠
貴
さ
ん
（平
成
１４
年
）
の
４
人

の
芥
川
賞
作
奈
が
生
ま
れ
る
な
ど

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
文

学
賞
で
す
。

佳
作
「テ
ィ
ン
ン
ュ
の
箱
」
は
、
「文

学
界
」
編
集
長
の
船
山
幹
雄
さ
ん
の

最
終
選
評
で
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト

を
貰
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
ア
イ
ち
や
ん
の
存
在
に
哀
切
さ
が

あ
る
名
普
通
の
人
の
生
の
気
分
を
、

う
ま
く
描
い
て
い
る
』
と
評
価
さ
れ

た
。特
に
主
人
公
が
長
崎
県
の
見
知

ら
ぬ
川
の
土
手
を
、ア
イ
ち
ゃ
ん
の

運
動
靴
を
借
り
て
走
る
場
面
は
感

動
的
で
あ
っ
た
。し
か
し
構
成
の
難

（東
京
の
部
分
が
長
す
ぎ
た
の
で

は
）が
指
摘
さ
れ
、事
故
に
頼
り
す

ぎ
た
描
き
方
が
化
学
調
味
料
入
れ

す
ぎ
た
チ
ャ
ン
ポ
ン
の
よ
う
で
も
あ

り
、受
賞
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。」

ぜ
ひ
、松
田
さ
ん
の
次
作
を
期
待

し
ま
す
。
な
お
、
小
石
九
佳
代
さ
ん
、

松
田
る
ん
を
さ
ん
の
作
品
は
、作
品

集
の
単
行
本
に
収
録
、販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

最優秀作「ダ ンス」(Jヽ石丸佳代さん・福岡市)

住作「ティッシュの箱」(松田るんをさん。長崎県)

第39回「九州芸術祭文学賞」作品募

集については、5月 1日から募集開

始、応募締切は8月 31日 (必着)。多
くのみなさまの応募をお待ちしており

ます。
詳しくは長崎県文化振興課文化事業推進班 辻まで。

TEL.095‐395‐ 2762
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旅勇 長崎学
近ft化ものがたり団8

日本近代化の原動力となり、そのさきがけとしての役割を
|

果たした長崎県の姿を摘き出す「近代化ものがたり編」は全4巻。

犀

一叫
」一・一ド

切

―

往
機

・／１

〉
・班

単

あ

註
林

に
――――――
加
Ｌ

，

・ト
ー

・

勇 長崎学
|

近代化ものがたり団

イ

よ

■
近代化ものがたり]

長崎は野舛慶業博物餌 ■
近代化ものがたり皿

西洋と東洋が出会つた長崎居留地
―近代化遺産の宝庫 長陪県を歩く― 一長崎らしさを生んだ異文化交流一

0長崎に残る近代化遺産の造形美に大接近
0日本近代産業の夜明けは長崎の造船・炭鉱から

0鎖国の窓「出島」の町から近代日本の「扉」となった長崎
0人の流れを作ったレール回―ド 東京、海外までつながった
0国防の要衝として重視された長崎は「西の守り」の最前線

●居留地を舞台に活躍した異国人たち

0長崎居留地の整備から近代化がはじまった
0唐人屋敷の中国人、新天地の外国人居留地へ

0長崎の国際墓地に眠る20カ国司500人の人々

0長崎居留地時代に生まれた“恋愛物語 "
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ただいま

好評発売中 !

まもなく登場 !

↑ 乞うこ期待 !

■
近代化ものがたりI

■畔習継
おしゃれ発信地

長崎は「知の部Jだつた
―近代化の学校 西から東へ送つた風―

一大正ロマン・日召和モダンを旅する一

な

検たびなが

崎学
長崎県の歴史と旅の連学サイト◎モバイル>>"http:〃tabinaga.,prm

餞お問い合わせ先 :長崎県文化振興課

TEL日 095‐895‐2764

ザ

ふ C"ヾソコン
"・

>>http:〃 tabinaga.ip

今すぐアクセス !

宮本絵理子
(ピアノ)

松浦 知佳
(ヴァイオリン)

芹田  碧
(ヴァイオリン)

高橋 佳里
(ピアプ)

大谷 裕子
(ソプラノ)

入戸野秀美
(ヴァイオリン)

富田 篤史
(テューバ )

本多 勇己
(クラリネット)

山口さやか

(サクソフォン)

窪田 脩子
(ピアノ)

IR c s u l t o f A tl d i ti o n

優
秀
賞
１０
人
が
新
人
演
奏
会
に
出
演

第
３８
回
長
崎
県
新
人
演
奏
会
オ
ー
デ
ィ
ン
ョ
ン

第36回

長崎県新人演奏会

5/31■
8露橿|::il

本
県
ク
一７
ン
ッ

ク
音
楽
家
の
登
竜

門
「第
３６
回

長

崎

県
新
人
演
奏
会
」
オ
ー
デ
ィ
ン
ョ
ン
が
３
月
１３
、
‐４
日
と
ぎ

つ
カ
ナ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、本
選
に
出
場
す
る
優
秀
賞

の
１０
人
が
決
定
し
ま
し
た
。オ
ー
デ
イ
ン
ョ
ン
に
は
、士戸
楽
、

ピ
ア
ノ
、管
楽
器
、弦
楽
器
、
ギ
タ
ー
の
５
部
門
に
計
５６
人

が
応
募
、あ
こ
が
れ
の
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
大
舞
台
を

目
標
に
競
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、声
楽
１
人
、弦
楽
器
３
人
、管
楽
器
３
人
、ピ

ア
ノ
３
人
が
優
秀
賞
。大
山
平

一
郎
審
査
委
員
長
（サ
ン

タ
デヾ
―
が
フ
室
内
合
奏
団
首
席
指
揮
者
）
は
、
総
評
で
「た

だ
、楽
譜
を
追
う
だ
け
で
な
く
、作
曲
者
の
意
図
を
理
解

す
る
こ
と
が
再
現
芸
術
と
し
て
の
音
楽
の
完
成
に
繋
が
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

優
秀
賞
の
１０
人
は
、
５
月
３‐
日
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で

開
く
演
奏
会
に
出
演
、グ
ラ
ン
プ
リ
を
目
指
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。ま
た
、演
奏
会
に
は
、
昨
年
（３５
回
）演
奏
会
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
田
中
南
美
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演
し

ま
す
。

■会場

長崎ブリックホール 大ホール

■入場料

一般11000円、高校生以下無料

■チケット

浜屋プレイガイド、絃洋会楽器店、

くさの書店 (西友道ノ尾店)、県文

化団体協議会で発売

■主催

長崎県文化団体協議会
田中 南美〈ゲスト〉
(クラリネット)

帯
事
覇
都
覇
習
群
事
〓
〓

縮蛯径隷 Editor's Postscript

O長崎では『新人演奏会』と呼ばれる、毎年違った花が咲く。昨年はこの品種改

良に成功し、今年も大きな曹が膨らみつつある。その名は『ながさき音楽祭』。

前者を一年奏 (草 )と例えるなら、後者は多年奏 (草 )と言えようか。先ずは5月

末に見ごろを迎える新人演奉会からご覧あれ。(柏 )

○今回から新しく編集長となりました。不慣れですが、執筆者等の御協力を得て

何とか発行出来、ほっとしています。文協は、県内の文化情報誌ですので、いろい

ろな情報をお待ちしています。(宏 )
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